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１．はじめに―現在の国語教育および日本語教育の作文指導
作文指導は国語教育においても日本語教育においても多くの教師が悩み
を抱えているものである。児童生徒、学生は作文が嫌い、苦手だとする者
が大多数である。「書き方が分からない」という声をあげる学習者も少な
くない。それ以前に「書く題材がない」との声もある。すなわち、学習者
が作文に対して持っている「何を」「どう」書いたらよいか分からないと
いう２つの根本的かつ大きな問題があるといえる。これらを解決すれば、
教師の抱える作文指導の悩みも大きく軽減されるのではないだろうか。
筆者は本年（2017年）度、本学の教職科目「国語科教育法」等の科目
を担当したが、教員志望の学生でも作文について嫌い、苦手とのイメージ
を持つものが多かった。将来、教員になり、作文を指導する側になって、
苦手なものを児童生徒に指導することは、更に困難なものになると想像に
難くない。教員志望の学生は教員になる前に「何を」「どう」書いたらと
いう問題について真っ正面から向き合う必要があるであろう。
筆者は20年ほど前から、この２つの問題を解決する糸口として中国の
看図作文が有効ではないかと考え、看図作文について調査し、実践的に検
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証を重ねてきた。
看図作文は中国の小中学校の国語教育で伝統的に行なわれている作文指
導である１。絵（写真）を見て作文を書くというものであるが、日本では
一部の教育者のグループを除いてあまり知られていない。中国の看図作文
を応用した作文教育の取り組みは、十数年前当時、北海道教育大学の鹿内
信善教授（現在は福岡女学院大学）によって提唱され、その周辺地域から
拡がってきたが、その他の地域ではあまり知られておらず、実践されてい
ない。
同様に日本語教育の現場でも看図作文はほとんど認知されていない。わ
ずかに、絵を用いた作文指導に中国帰国者定着促進センターの小学生クラ
スでの取り組み（池上・大上・小川2003）がある他、看図作文の取り組
みとしては、鹿内教授に指導を受けた教員の聾学校（日本手話）での取り
組み（田中2016）や大学の交換留学生の作文指導（大上2017）、があるが、
その他の日本語教育の現場では看図作文はほとんど用いられてこなかっ
た。
本稿では、中国の看図作文を中国の教科書や中国の特級教師の事例から
紹介し、大学で日本語を学ぶ学生および本学の教員志望の学生への看図作
文の実践およびアンケート調査を通し、国語教育および日本語教育での看
図作文の作文指導の可能性について考察する。
２．日中の国語教育で用いられている中国の看図作文お
よび日本の新しい看図作文
２－１．看図作文の定義
看図作文とはどういうものなのか。鹿内（2003）は「絵図の内容を読
み取らせ、それをもとに作文を書かせる」中国独特の作文指導法であると
している。
日本における看図作文の実践として、その詳細が書かれたものに鹿内
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（2003）、大上（2007）等があるが、これらの著作、論文には児童生徒に
絵や写真をよく見て、その中で何が見て取れるか、分かることは何かを、
教師および生徒同士のやりとりの時間を十分に取って作文をさせているこ
とが記されている。中国の国語教育の「“話す”から“書く”」あるいは「“読む”
から“書く”」という流れを大切にする看図作文にならった方法である（２
－３で詳しく述べる）。
２－２．中国の看図作文
中国の教科書をひもとくと、教科書の中で作文をさせる単元や練習の
ページが多くあることに気づく。中国で最も多く用いられている人民教育
出版社２の『小学語文教科書』九年義務教育六年制小学教科書（2001年）
を調べたところ、１年生から６年生までの計12冊中、練習等の項目を含
め、作文をさせる単元、練習のページは全部で107題あり、その中で看図
作文は18題にのぼった。なかでも低学年（１年生から３年生）の単元のま
とめに多く、13題あったが、高学年（４～６年生）の教科書にも５題あり、
広く使われていることが分かった。一貫して看図作文（看図写作ともいわ
れる）がある。
低学年では看図作文は「看図説話」あるいは「看図写句子」、「看図写話」
という形で登場する。これらは絵や写真を見てそれぞれ「話を話す」、「文
を作る」、「話を書く」というもので、いわば看図作文の一歩手前のような
位置づけといえる。１枚の絵から学習するものもあれば、数枚の絵を用い
て学習するものもある。いずれも絵をよく見て内容を考え正しい順序に並
び替えたり、絵の内容を考えたりして作文するというものである（資料
１）。
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筆者の教えた中国出身の来日２
カ月の小学校２年生女児は絵日記
作文（社会科見学後に書く日記作
文）で、絵を描くスペースのとこ
ろを自分で４つに区切って４コマ
漫画のように順序だてて絵を描
き、それに合わせた文を書いた
（資料２）。これは中国で受けてき
た国語教育の看図作文の影響が色
濃く出たものだと思われる。
「絵を見て話を書こう」（※訳：筆者）
順序に従って下の絵を観察し、こ
の４つの絵が何の話か話してみま
しょう。それから一コマずつ注意
深く観察して天気はどうか、どん
な人がいるか、その人たちは何を
しているか…それぞれの絵の意味
を言ってみましょう。さらに４つ
の絵をつなげて言ってみましょう。
最後にお話を書き上げましょう。
単語や文は、筋が通った一貫した
もので、内容はなるべく具体的に
書いてください。
資料１：小３( 上 ) の教科書より
資料２：来日２カ月小学２年生「絵日記」
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２－３．中国の特級教師の事例―于永正の授業
中国には特級教師とよばれる全国の教師の模範となる教員が存在する
が、国語の特級教師である于永正氏の著作に于氏自身が中国全土で公開授
業をした様子が詳細に書かれている（于2005）。中国全土で入手可能な書
籍であり、多くの国語教師が参考にしていると考えられる。その中の授業
１つを日本語訳（筆者による）で紹介する。
于永正氏は、児童に作文を書かせるため、実に様々な計画を立て、児童
の興味・関心を引き出す取り組みを実践している。于氏の授業記録から中
国の作文教育では、「話す」から「書く」という流れを持っていることが
窺い知れる。小学校の語文教科書を分析していくと、高学年になるにつ
れ、読み物教材を深く読んだ後に、さまざま内容について話し合い、その
後、その内容に関連する作文を書くというものが多く見受けられる。この
「読む」から「書く」という流れとともに、看図作文のような、絵につい
て「話し」、それから「書く」という、「話す」から「書く」という流れの
作文指導も一貫して行なわれている。以下、看図作文の授業の実際を取り
上げ、「話す」から「書く」の流れの作文指導を考察する。
５年生の前期の于永正氏による「看図作文」の授業、「四毛（スーマオ
＝少年の名前）の物語」を紹介する（1998年10月、桂林市実験小学校５
年１組、訳は筆者による。Ｔが于先生、Ｓが児童である）。
（第１時間目）
（教師が児童に向かって自己紹介をした後、授業を始める）
Ｔ：さっき、私は、みなさんに、私という大きな友だちを紹介しました
が、これから、みなさんに小さな友だちを紹介します。こちらのお友だ
ちは誰でしょうか。彼の顔はどんな感じですか。どんな特徴があります
か。みなさん、黒板を見てください（教師が手早く黒板に赤いネッカ
チーフをした男の子を描く）。
Ｔ：こちらは今日、みなさんに紹介する新しいお友達の、名前は「四毛
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（スーマオ）」といいます（一斉に笑う。教師が四毛
と板書する）彼は三毛（サンマオ）の弟です。四毛
と三毛どこが違うでしょうか。私からみなさんに２
文字のプレゼント（板書：比較〔＝「比べる」の意
味〕）。比べることが得意なら物の特徴を捉えること
ができます。では、みなさんに比べてもらいましょ
う。四毛と三毛は何が違いますか。
Ｓ：三毛の頭には３本の毛しかありませんが、四毛
の頭には４本の毛があります。
Ｔ：おう、この一番大きな特徴を君は発見しました
か。でも、さっき君のいった言葉で、一文字、変えなければなりませ
ん。彼ら兄弟二人の名前は三毛と四毛といいますが、髪の毛を「毛」の
字でいうのは、あまりきれいではありません。
Ｓ：三毛の頭には３本の髪の毛しかありませんが、四毛の頭には４本の
髪の毛があります。
Ｔ：そう言ったらきれいですね。こういうのを、話して会得するといい
ます。はい、それから、何が違いますか。
（児童が細かに観察して、さらに三毛には赤いネッカチーフがないが、
四毛には赤いネッカチーフがあって、三毛より着てるものが、かっこい
いという児童がおり、そこから連想して二人が違う社会で育っていると
の発言に教師が児童たちの連想をほめる。）
Ｔ：もっと考えてみましょう。張楽平画伯が描いた三毛の顔はどうです
か（于氏が持参の資料を見せる）。四毛はどうですか。
Ｓ：四毛は元気そうに見えますが、三毛は痩
ショウ
痩
ショウ
（ガリガリ）です。
Ｔ：三毛は「ガリガリ」と言いますが、四毛はどのように言えますか。
Ｓ：三毛はガリガリで、四毛は胖
パン
胖
パン
（＝太っちょ）です。
Ｔ：ぴったりです！きれいな表現です。これは私たち中国の中国語の特
徴で、「対句」といいます。外国語に、あまりこういう文の形はありま
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せん。もし、痩
ショウ
痩
ショウ
、胖
パン
胖
パン
を使わないなら、どんな言葉を使いますか。
Ｓ：三毛は痩
ショウ
弱
ルオ
（＝痩せてて弱く）、四毛は、健
ジエン
壮
ヂュワン
（＝たくましい）です。
Ｔ：一つが痩
ショウ
弱
ルオ
、一つが健
ジエン
壮
ヂュワン
、いいですね。他に別の言葉はありますか。
Ｓ：三毛は顔色が悪くてやせ細っていますが、四毛は白くて太っています。
Ｔ：いいですね。先生からみなさんに話しますね。四毛は今、小学２年
生で、とても賢く、勉強も素晴らしく、テストの成績も常に優秀です。
でも、彼には欠点があります。それは、そそっかしいということです。
あだ名は「小馬虎」（＝あわてんぼう）です。特に算数のテストをする
と、できなくて投げているのではなく、おっちょこちょいで抜かしてし
まうということが多いです。それでも彼は、ずる賢いです。ある日、こ
ういうことが起きました。
（教師が手早く絵を描きます。絵には四毛がプリントをもっています。）
Ｔ：みなさん、考えてください。どんな
ことが起こっていますか。鍵は四毛が手
に持っているプリントにどんな字（教師
がプリントに逆さに「テスト」という字
を書く）、この逆さの字は何と読みます
か
Ｓ：考
カオ
試
シー
（＝テスト）！
Ｔ：そう、これは算数のテストの答案用
紙です。さらに２文字が鍵となります。
見てわかりますか。（「66」が逆さになって「99」に見える）どんなこ
とが起こっていますか。「ある日･･･」という最初の言葉だけみなさんに
与えます。みなさんは続けて言ってみてください。
Ｓ１：ある日、四毛は算数で66点を取りました。
Ｓ２：彼は答案を逆さにして「66」を「99」に変えました。
Ｔ：はい。この一件で起きていることですね。でも、もし、私たちがこ
の絵を見て、さっきの二つの文を書いたら、５年生としては、このよう
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な看図作文は簡単すぎではありませんか。
Ｓ：はい。
Ｔ：これは、何年生のレベルでしょうか。
Ｓ：１、２年生のレベルです。
Ｔ：どうやってこの絵に基づいて、作文を完成させましょうか。上手な
作文にするため、５年生の生徒として頭を使いましょう。第一歩とし
て、絵の意味をよく見ることです。第二歩として、前を考えること（板
書：「推前」）。「推前」は、すなわち、この事の原因を推測するというこ
と（板書：「原因」）。四毛の表情に基づいて、さらに四毛が答案を逆さ
に持って誰に見せているか推測してみましょう。
（ここでクラスメートの間で討論させ、四毛が答案を逆さに見せたのは
保護者の人だという考えに至る。さらに教師は算数の丁氏が四毛に家に
持って帰って保護者のサインをもらってくるようにとの指示があったこ
とを伝える）
Ｔ：どのようなことが起きるでしょうか。今回、于先生からは言いませ
ん。みなさんに考えたことを演じてもらいたいと思っています。誰か四
毛をやりたい人！３人のメンバーが手を挙げてくれました。じゃ、女の
子に「四毛」を演じてもらいたいと思います。私は「丁先生」をやりま
すね。
（一人の女子児童が四毛に扮して教師とともに演技をする。「丁先生」
は今回のテストの点数が悪かったと機嫌が悪く、特に「四毛」の名を挙
げ叱責する。さらに四毛に答案を持って帰って保護者にサインをもらっ
てくるようにいい、四毛は今回だけは保護者のサインがなくてもいい様
にお願いするが、丁先生は同意しない。四毛は悲しそうな表情をする。）
Ｔ：さきほど、私たちは、出来事の原因および想像したいきさつを演技
しました。前に起こったことは、書きやすくなりましたか。
Ｓ：はい、書きやすいです。
Ｔ：でも、これは、私と、この子（＝女子児童）の想像です。あなたた
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ちも自分の想像に基づいて書いてください。第一歩は絵の意味をよく見
て考えること、第二歩は前の出来事を推測して原因を考えること、第三
歩は――私が書く２文字（板書：「想後」）、「想後」とはどういう意味で
しょうか。みんなで言ってください。
Ｓ：（一斉に）結果を考えること！
Ｔ：その通りです（板書：「結果」）。四毛が答案を持って帰って、どの
ように保護者の方に言うでしょうか。保護者の方は何ていうでしょう
か。じゃ、みなさん、目を閉じて考えてください。一連のいきさつが浮
かんでくるでしょう（児童は目を閉じて考える）。考えられましたか。
次に、誰か一人に演じてもらいましょう。
（一人の男の子が四毛に、教師がエプロンをして四毛の母親に扮して演
技をする。四毛の母親は口で四毛は頭がいい等とほめ言葉を言い、手に
は包丁を持って紅燒魚〔＝醤油煮込み魚〕の料理をし四毛をねぎらって
あげようと帰りを待っている。四毛は不安な気持ちで帰宅し、逆さにし
た答案を母親に見せる。母親は最初喜ぶが、すぐ真相を知って怒る。涙
をぬぐいながら四毛を訓戒し叱責して追及する。四毛は次は必ず注意し
て問題を解くと約束し、母親は最後に四毛の答案にサインする。）
Ｔ：みなさん、しっかり絵と演技を見ましたね。看図作文は、まず、絵
の意味をよく見て、つづいて前のことを推測し後のことを考えます。一
つの絵を見て書く作文の求めるものを覚えてくださいね。この時間の授
業はここまでです。次に時間に筆を動かして文を書きます。
（第２時間目）
Ｔ：前の授業で絵を深く観察し、そこから想像したことを演技して、作
文を書くための土台は出来上がりました。作文を書くとしたら、どんな
題をつけますか。題は文章の目であり、この目は人をひきつけるもので
すよ。
（児童から「恥ずかしいこと」や「逆さにした答案用紙」等の題の他、
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「“66”と“99”」という題が挙がり、于氏から「『“66”と“99”』を『“66”が
“99”に』にすればもっと人をひきつけられる題になるのではないか」と
提案があった。この「“66”が“99”に」を題に（他の題がいい人は他の題で）
作文することが決められ、さらに、四毛の物語を、第１場面（授業で、
丁先生が、四毛を立たせ席に着かせるまで何を言ったか、四毛がどう感
じたか）と第２場面（四毛が学校から帰宅して起こった一連のこと）に
分け、クラスを２グループにして、それぞれの場面を分担して書くこと
とした。15分後、書き終わった児童に、書いたものを読ませ、皆で検
討し、先生が、コメントし作文を直す基礎の文を書いていった）
この于永正氏の看図作文の授業記録は、２－２に述べた、中国の小学校
の全学年で広く用いられている看図作文の授業がどのように行なわれてい
るのかを見る上で大変貴重なものである。この授業で于氏は、対象の５年
生の児童の言語の能力や発達に合わせ、絵に何が描かれているのかだけで
なく、絵の内容の前後の場面を深く想像させて、それを作文に反映させる
ように展開している。更に、その想像した場面を実際に演技させること
で、児童にもっと具体的な書く材料を提供している。約１時間の時間を費
やし、「何を」書くかという「書く内容」を掘り下げている。「作文教育で
最も重視しなくてはならないのは過程と方法である」（于2005、訳は筆者
による）と、于氏自身の論文で主張している通り、授業の中で過程と方法
に重きを置いた実践を展開している。
この看図作文の授業以外でも、于氏は非常に多くの作文指導の公開研究
授業を行なっており、その授業記録が出版されているが、どれをとってみ
ても、過程を重視していることが窺い知れる。上記の２例では紹介できな
かったが、とりわけ「草稿から清書への過程を特に重視する」（于2005）
との于氏の主張の通り、児童が一度書いた草稿を児童自身によく見直させ
て清書させていく過程を重視した授業が展開されている。
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２－４．日本の国語教育での新しい看図作文
中国の語文教科書の絵を用いて日本の国語
教育で「新しい看図作文」を行なっている例
を紹介する（資料３）。日本の国語教育にお
いて、ここ10数年ほどの間に、鹿内教授ら
が中国の看図作文に「〔創造的読み〕の理論
と技法」を組み合わせた新しい指導方法「新
しい看図作文」（鹿内2003）での教育実践を
展開している。学習者のモチベーションアッ
プをはかり、作文に対する重い気持ちを軽く
することに努めている様子が窺い知れる。
鹿内教授らは、「絵を詳し
く観察して児童が質問づくり
をする」ことから看図作文を
行なっている。その質問の答
えを考えるなかで、「児童が
自ら構成を考える」、「絵から
読み取ったことをワークシー
トに書く」（資料４）という
作業を通し、最後に作文を書
くという流れの作文の指導をしている。中国の看図作文は２－３で紹介し
たように、教師主導の質問で絵を読み取らせているが、鹿内教授の新しい
看図作文では児童主導である。
新しい看図作文では様々なアプローチを提案している。いろいろな視点
（実際の視点から空想上の視点まで様々な視点）から書くことを促したり、
書く順序を指定したり自由にしたりと、実に様々な方法を考案している。
興味ある絵を選ばせる、ぬり絵してから書くといった児童生徒が作文をす
る過程で興味関心を高める多くの工夫がされている。
資料４：看図作文ワークシート
資料３：中国の小学校３年教科
書より（日本の国語教育で使用）
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鹿内教授の提案する創造的読みの理論と技法を組み入れた新しい看図作
文は、何よりも「書くことがない」という児童生徒に作文への興味関心を
持たせる指導法であるとしている。特に発見のある絵図を与える「発見の
ある看図作文」の提唱は興味深い。
児童生徒に書く材料を与えるだけでなく、様々な視点から絵を見て、さ
らに順序よく書けるようにしている点で、中国の看図作文をヒントにそれを
拡大した新しい看図作文の実践は日本各地でますます発展していっている。
２－５．日本の国語教育書の看図作文
最近、日本の国語教科書におい
ても看図作文の手法で作文を書か
せるものが少しだけ出てきてい
る。光村図書の１年生から６年生
までの教科書を全て調査したとこ
ろ、２年生（下）の教科書『こく
ご二下赤とんぼ』の「お話のさ
くしゃになろう」の単元に１箇所
のみ「絵を見て、お話を考えよう」
という作文を書くものがあった。
同様に東京書籍には２年生の下の
教科書に「絵を見てお話をつくろ
う」、同じく３年生の下の教科書
に「お話を作ろう」の２箇所だけ
あった。
日本では教える教師自身が看図作文の授業を受けたことがないため、や
り方に慣れていない。このことを考慮してか、教科書の中で、かなりの頁
や字数を割いて実に具体的な作文の書き方が教示されている。単元の最初
の３つの絵の次の頁には「絵を見て、お話を考えよう」という題に続いて、
資料５－１：光村図書こくご 二 下より
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具体的にどう進めていくか次のような文章で指示されている。
1絵を見て、お話を考えよう。
「はじめ」と「おわり」は、絵にあわせて書きます。絵を見て、つぎの
ことをきめましょう。
・じんぶつの名前。
・どんなじんぶつか。
続いてその次の頁も同様に具体
的な指示が書かれている（資料５
－２）。
・「中」で、だれと出会い、ど
んなできごと（じけん）がお
こるか。
ということを考えさせるために、
異なる３つのパターンの具体例を
絵と文で書かれている。
さらにその次の頁では作文につ
なげるための、もっと具体的な文
章例が挙げられており、その次の
頁ではいよいよ作文「2お話を書
こう。」との題に続いて
（１）「はじめ」は、どんな書き出しにするか　考えましょう。
（２）「中」の出来事を書きましょう。えもいっしょにかきましょう。
（３）「おわり」を書いたら、お話にぴったりのだいめいをつけましょう。
といった文章とともに、それぞれ一歩踏み込んだヒントになるような指示
の文および例が添えられている。光村図書の看図作文の要素を含んだ本単
元は全部で６頁にわたって構成されている。「中」の絵を児童が描くとい
うもののため、中国の看図作文と単純に比較できないが、中国の教科書で
はこの内容のものなら、おそらく１頁で収まっているのだろう。
資料５－２：光村図書こくご 二 下より
111
中国の看図作文から考える国語および日本語教育の作文指導
こういった看図作文の要素を含むものが教科書に掲載されていることか
ら、今後、各教育現場で教材研究や実践研究が進み、日本の国語教育にお
いて鹿内教授のグループ以外でも看図作文が発展していくと考えられる。
『小学校学習指導要領解説国語編』（2008）の「各学年における『Ｂ書く
こと』の指導事項」の第１学年及び第２学年には
ア　経験したことや想像したことなどから書くことを決め、書こうとす
る題材に必要な事柄を集める
イ　自分の考えが明確になるように、事柄の順序に沿って簡単な構成を
考えること
ウ　語と語や文と文との続き方に注意しながら、つながりのある文や文
章を書くこと
との記述がある（下線は筆者による）。２－２で紹介したものにも一部含
まれているが、中国の看図作文の頁の指示の文を注意深く見ていくと、日
本の指導要領に書かれている書くことの指導事項のアの「想像したこと」、
イの「事柄の順序に沿って簡単な構成を考える」、ウの「つながりのある
文や文章を書く」の全てが網羅されていることが分かる。さらに第１学年
及び第２学年、第３学年及び第４学年、第５学年第及び６学年の「各学年
における『Ｂ書くこと』の言語活動例」の全ての「ア」の項目に「想像し
たことなど」を書くとある。想像は看図作文は必須のことであり、日本の
国語教育の目標にも適った指導法になりうるといえる３。
３．日本語教育での看図作文
３－１．中国出身児童生徒の作文指導での看図作文を応用した取り組み
２－１に述べたが、社会科見学の後の日本語学習歴２カ月の小学校２年
生が書いた絵日記作文（資料２）は興味深いものであった。中国の看図作
文の影響を強く受けた作文の書き方だと考えられるが、こういった中国の
看図作文を考慮に入れた作文指導に中国帰国者定着促進センター（以下、
帰国者センターとする）の「私マップ」の作文の実践がある（池上・大上・
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小川2003）。帰国者センターの子どもクラスでは日本語学習期間４カ月（当
時）の研修修了直前に行なう学習発表会で学習成果を発表していたが、そ
の中の一つの自己紹介スピーチに結びつけた取り組みである。スピーチ原
稿を来日４カ月の児童が自分で作るのは難しい。そこで、まず人の体（何
も描かれていない）の絵に児童が自由に絵を描いたり字を付け足したりし
て、「私」を作っていく。次に、付け足したものについて教師の質問や他
の児童とのやりとりの中で文章化していく（順序は問わない）。最終的に
スピーチの原稿になるようスピーチにふさわしい文章に（教師とのやりと
りの中で）並び替えて自己紹介スピーチの作文を完成させるというもので
ある。
２－４の日本の国語教育でも実践的に検証がされているが、年少者の教育
において、看図作文は、題材が具体的に与えられること、明確な作文が要求
されていることで、児童生徒の興味関心が高まり、動機づけがしやすく、順
序や因果関係等の表現がうまく使えるようになる等の効果が得られた。
３－２．中国の大学生への作文指導での看図作文を応用した取り組み
中国の大学において筆者の看図
作文の研究に協力する教師が看図
作文を意識した作文指導をいくつ
か実践しているが、ここでは、そ
の中の１つを紹介する。作文の授
業の冒頭に希望者が何名かスピー
チを行なうという取り組みであ
る。学生が自分で用意した写真
（インターネットからのものでも可）についてスライドに映し、日本語の
原稿を書いて皆に説明をするというものである。内容的には社会の道徳の
ような主張のものから自分のお気に入りのものを披露するものまで幅広く
なったという。写真の選び方（＝中国の国語教育の「審題」）に特徴が出た。
資料６：写真とスピーチ
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これも看図作文等の中国の特有の作文教育を受けてきた背景があるもので
あると分析できる。そのなかの原稿を以下、紹介する（資料６）。
ここは地下鉄の中です。人たちは何でもしないで、携帯電話ばかりを
使って、QQ（筆者注＝中国のSNS）で友達とチャットしたり、ゲーム
をしたり、小説を読んだりします。社会で、このような人は「携帯電話
依存症の人」と呼ばれています。そして、こんな現象がもっともっと増
え続いています。それはいったいなぜでしょうか。（原文のまま）（後略）
この原稿は中国の小中学校で受けてきた看図作文を意識してか、テーマ
は自由であったが、絵（写真）から何かを学ぶといった教育的な教訓が入っ
たものを題材に選んできたことが興味深い。しかしながら、中国の学生は
子どものころから看図作文に慣れ親しんでいて、絵や写真から作文をする
ことに対しての抵抗が少なく、積極的に作文できる。絵や写真を用いて作
文を書くことに効果が大きいことが分かった。
３－３．日本の大学での留学生に対する看図作文の取り組み
筆者は、日本の大学に学ぶ留学生の日本語の授業（2016年度）と、本
学の教職の国語科教育法および国語概説Ⅱ（日本人学生）の授業（2017
年度）において、日本最古の漫画ともいわれる鳥獣戯画の一部分（資料７）
を見て、看図作文を行なった。やり方は留学生も日本人も同じである。絵
をじっくり見て皆で少々意見を交換しあった後、一人ひとり、作文を書く
という流れで行なった。
留学生は合計20人で来日の年数および留学の種類は半年から１年の交
換留学生と来日１年から２年の学部留学生だった（表１に出身別人数）。
中国や台湾の中国語圏の学生は、看図作文の経験があるためか、ほぼス
ムーズに書けていた。その他の国・地域からの学生の多くも普段とは違う
作文に興味を示し、楽しみながら書いた。
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作文の後に行なったアンケート（中国語圏９名、非
中国語圏11名）では、出身国・地域の小中学校、高校
のいずれかで「絵を見て書く作文」が今回、看図作文
を書いた留学生の出身国・地域９カ国全てで実施され
ていることが分かった。フィンランド１名、オースト
ラリア１名、韓国１名が絵を見て書く作文未経験だっ
たが、これら３カ国には他に出身者の学生がおり、経
験があった（表１）。
看図作文の感想では、
日本語の授業で書いた他
の作文に比べて「全体的
に書きやすかった、少し
書きやすかった」と「書
きにくかった、少し書き
にくかった」がほぼ同数
で拮抗しており、評価が
分かれた結果になった。
「変わらない」とした人が非中国語圏のみで３名いた。
「書きやすかった」、「少し書きやすかった」の理由
は「楽しかった」、「ちょっとなつかしので楽しくなり
ました」（原文のまま＝以下同様）、「多分今度絵や写
真を見て作文は力を発揮しやすい」、「テーマが理解
しやすい」、「理解が簡単くなりました」、「絵を見な
がら書ける言葉も多くなる。書きやすくなります」、
「ちょっと童話の感じで簡単な言葉でした」としてい
た。
「特に変わらない」理由は、「ストーリーを自分が
得意な方面へ引導すれば書ける」、「もう20年ぐらい
出身国・地域 人数
中国（中国語圏） ７名
台湾（中国語圏） ２名
韓国 ３名
カナダ １名
フィンランド ２名
オーストラリア ２名
メキシコ １名
アイスランド １名
タイ １名
資料７：鳥獣戯画
（一部）
表１：留学生の出身別人数
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こんな作文を書かなった。小学生時代の絵と比べて内容もっともっと多
い。おもしろかった」、「私はいつも考えが来る前に時間がかかる」、「だい
たい似てるけど日本語で書きなければならないので、考えた通りで書きに
くかった」、「大学（韓国の大学での児童教育）の授業で口演童話をやって
いたから」としていた。
「少し書きにくかった」理由は「子供のどき考えが多かった。成人になっ
た思惟が大体固定しました」、「絵が読みにくい。想像力がない」、「幼いこ
ろより想像力がなくなってしまったからです」としていた。
中国語圏の学生にとって看図作文は慣れ親しんだ活動であるため、動機
づけには効果があり、書く工程も分かっていて筆が進むので、資料８のよ
うなダイナミックな創作文を半数の学生が書ける。しかし「少し書きにく
かった」とする学生も半数いた。上述の通り、大人になって子どものとき
のような想像力がなくなったと考えていることが原因だと考察される。
今回特に、非中国語圏の学生で普段、作文で大変苦労していた学生がい
たが、この看図作文は楽しみながら、たくさん書けた。この作文方法の効
果および可能性を感じた結果になった。この学生は普段、書くことが大変
苦手で、特に意見文等では書き
出すまでにかなりの時間を要し
ていたが、看図作文は「楽しかっ
たから書きやすかった」と述べ
ている。作文は日本語表現的に
は不完全なものだったが、だい
たいの意味が分かるものが書け
ていた。
アンケートで、看図作文は作
文の能力を上げるのに良いと思
うかとの問いに対し、「あまり良
いと思わない」、「良いと思わな資料８：台湾の学生の作文
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い」は１人もおらず、中国語圏は「よいと思う」６人、「まあまあ良いと
思う」２人、「普通」１人で、非中国語圏は「よいと思う」７人、「まあま
あ良いと思う」１人、「普通」３人でだったという結果だった。皆、看図
作文についてプラスのイメージを持っており、今後の可能性を示唆してい
る結果となった。
３－４．日本の大学での日本人学生に対する看図作文の取り組み
本学の教職の科目「国語科教育法」、「国語概説Ⅱ」の受講生合計74名
で看図作文で作文を書く実践を行なった。具体的には国語教育で、作文に
対する児童の興味関心を高め、作文への負担を軽減できる指導法として中
国の看図作文を応用することを紹介した後、以下のような動機付けで看図
作文を導入した。
・将来、教壇に立ったとき、看図作文を用いるか、まず自分自身で体験
してみて判断する
・看図作文で指導する場合、自身経験のないものを児童に教えるのは不
安なので経験する　
鳥獣戯画をじっくり観察し、教員学生間でやりとりした後、作文を書い
た。書き上がったものは実況中継風に語る様子を書いた大変ユニークなも
のから、そのまま絵本になりそうな力作まで多様であった。絵を見ていろ
いろ想像していて時間が足りなくなり、途中で力尽きてしまった作文も
あったが、多くの学生が、あまり受けたことのない作文の書き方を楽しん
だようだった。
アンケートでは、小中学校のいずれかの時期に絵を見て作文を書いた経
験がある学生が３割近くにのぼった。これは意外な結果だった。２－５で
述べた教科書の中に看図作文の要素を取り入れたものが登場したときの初
期のころの児童だったと推測される。ほとんどが教科書の絵を見て作文を
したと記憶していた。これまでの作文と比べての看図作文の感想は「書き
やすかった」19％と「少し書きやすかった」28％で全体の約半数となり、
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「少し書きにくかった」26％と「書きにくかった」12％に比べ、１割ほど
多かった。「変わらない」が15％いたが、その理由としては「もともと想
像するのが得意（不得意）なので絵があってもなくてもイメージが膨らむ
（膨らまない）」といったことをあげるものが多かった。
「書きやすかった」理由としては「絵で想像しやすかった」、「絵が助け
になって自由に書けた」としているものが多かった。「書きにくかった」
理由は「鳥獣戯画の絵の情報がごちゃごちゃしていて、あるいは昔の話で
分かりにくい、想像しづらい」といったものが多数を占めた。
国語科で絵（写真）を見て作文する活動は良いと思うかという問いには、
１名「どちらかといえば悪い」（全体の１％）（理由：自身の体験に基づか
ないため）を除いて皆、「良い」43％と「どちらかといえば良い」56％合
わせて全体の99％がこの作文指導の方法を肯定的にとらえていることが
浮き彫りになった。理由は「想像力が養われる、豊かになる」が最も多く、
これに「作文が苦手な子も取り組みやすい」、「文章力が伸びる」、「楽しい」
「考える力が身につく」が続いた。
将来教壇に立つ教員志望の学生たちが、教科書にも登場している看図作
文について興味を持ち、先駆的な事例等を学びつつ、創造的に展開する力
をつけていってほしいと願う。
４．むすび―今後の課題と展望
本研究を進めるなか、中国の看図作文が日本の国語教育および日本語教
育において発展し、少しずつ実を結んできていることが分かった。本稿で
は中国の教科書や中国の実際の教育現場で看図作文の事例そして日本の国
語教育や日本語教育での看図作文の事例を通し、様々な教育現場での作文
指導に役立てるものを考察した。
また、筆者の関わる教育現場において日本人学生そして留学生に看図作
文の実践そしてアンケート調査を実施したが、学生が楽しく作文を書き、
肯定的にとらえていることが分かり、国語教育においても日本語教育にお
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いても看図作文は今後発展の可能性を秘めた作文指導法であることが明ら
かになった。
しかしながら、看図作文は、第一に何を学生に見せるか、すなわち何を
作文の題材にするかでほぼ決まる。学習者の興味関心や学齢ありは日本語
が母語でない学生であれば出身国・地域の文化や教育的背景等を考慮し準
備することを常に考えていかなければならない。さらに、学習者にどう書
かせるかも大切である。于氏のような様々な仕掛けを含め、授業の進め方
も工夫が必要である。「何を」「どう」書くのかという２つの問題は看図作
文でかなりクリアされたが、看図作文をする際にも、「何を」「どう」は毎
回、課題としてついてくる。教育学だけでなく心理学や言語学等の連携、
学際的な研究が必要であろう。
また、本研究で日本人学生の約３割が看図作文の経験があることが分
かったが、これによってまた新たな調査の必要性が生じた。日本人学生が
どんな看図作文の授業を受け、どんなものを書いてきたかという調査であ
る。経験の有無は、看図作文を考える上でも、看図作文で指導する上でも
大きな影響があるからだ。
可能性を秘めた看図作文が今後どのように拡がっていくのか。筆者自
身、今後も教育の現場で実践を進めながら、多くの実践者と連携をとりつ
つ、見つめ、見まもり、研究を続けてまいりたい。
【注】
１ 筆者は中国のある大学の日本語学科２年生の学生73名にアンケート調査を実施した。
小中学校国語の授業で看図作文が小学校低学年で100％、高学年で79％、中学校で
71％看図作文があったとの回答を得た。看図作文は大学入学試験の国語の作文試験に
おいても使用されている中国では大変一般的な作文の方法の一つといえる。
２ 人民教育出版社は、全国的に広く用いられている中国最大の教科書会社である。人民
教育出版社の小学校語文教科書の全国シェアは60％を超えており、北京においても
50％前後を占める（大上2007）。
３ 中国の教科書における看図作文の指示の文の高学年のものを挙げておく。「６年生・
下」では１枚の写真に次のような文が添えられている。さらなる想像力が求められる。
作文　写真を細かく観察して、写真に写っているところはどこか見てみましょう。ど
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んな人がいますか。その人たちは何をしていますか。この写真を見て、あなたは何を
考えますか。あなたが写真から見つけたことや思ったことを書いてください。（後略）
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（資料９－１）日本の大学での留学生への実施アンケート（１／２）
「絵
え
・写
しゃ
真
しん
を見て書く作文」アンケート 氏名（　　　　　　　）
１．あなたは出
しゅっ
身
しん
国
こく
・地
ち
域
いき
の小
しょう
学
がっ
校
こう
・中
ちゅう
学
がっ
校
こう
・高
こう
校
こう
で、授
じゅ
業
ぎょう
で「絵
え
や写
しゃ
真
しん
を見て作文す
る」というものがありましたか。
ａ．はい　/　ｂ．いいえ
　※１－①．ａ．と答
こた
えた人だけお答
こた
えください。どんな割
わり
合
あい
で（１年
ねん
に何
なん
回
かい
）やってい
ましたか。
　　小
しょう
学
がっ
校
こう
１～３年：ａ．１年に１～３回　　ｂ．１年に４～６回　　ｃ．１年に７回以上　ｄ．無
な
し
　　小学校４～６年：ａ．１年に１～３回　　ｂ．１年に４～６回　　ｃ．１年に７回以上　ｄ．無し
　　中
ちゅう
学
がっ
校
こう
：ａ．１年に１～３回　　ｂ．１年に４～６回　　ｃ．１年に７回以上　ｄ．無し
　　高
こう
校
こう
　：ａ．１年に１～３回　　ｂ．１年に４～６回　　ｃ．１年に７回以上　ｄ．無し
２．今
こん
回
かい
の授
じゅ
業
ぎょう
で書いた絵を見て書く作文について以下、感想をお答えください。
　２－①．今
いま
まで書いた作
さく
文
ぶん
に比
くら
べて（＝compare）どう感
かん
じましたか。
　　ａ．書きやすかった　　　　ｂ．少
すこ
し書きやすかった　　　ｃ．特
とく
に変
か
わらない
　　ｄ．少し書きにくかった　　ｅ．書きにくかった　
　２－②．それはどうしてですか。
　　（ ）
　２－③．今回の作文で、日本語について文
ぶん
章
しょう
（sentence）の表
ひょう
現
げん
（expression）や言
こと
葉
ば
（words）を選
えら
んだり（choose）、工
く
夫
ふう
したり（devise）しましたか。
　　ａ．そうした　　　　　　　ｂ．少
すこ
しそうした　　　ｃ．いつもと同
おな
じだった　
　　ｄ．あまりしなかった　　　ｅ．しなかった
　　ｆ．その他
た
（ ）
３．今
こん
回
かい
、作
さく
文
ぶん
を書
か
いて、自
じ
分
ぶん
が得
とく
意
い
だと思
おも
う日本語の表
ひょう
現
げん
（expression）の発
はっ
見
けん
（discovery）がありましたか。
ァ．はい　／　ィ．いいえ
　※３－①．アと答
こた
えた人のみお答
こた
えください。それは何
なん
ですか？以
い
下
か
から選
えら
んでください。
　　ａ．おもしろい日本語が書けた
　　ｂ．想
そう
像
ぞう
力
りょく
（imagination）豊
ゆた
かな（fertile）日本語が書けた　
　　ｃ．細
こま
かい（detailed）表現（expression）が書けた
　　ｄ．比
ひ
喩
ゆ
（simile）の表
ひょう
現
げん
（expression）が書
か
けた　
　　ｅ．その他
た
（ ）
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（資料９－２）日本の大学で留学生への実施アンケート（２／２）
４．今
こん
回
かい
の作
さく
文
ぶん
で「母
ぼ
語
ご
（mother[native]tongue）だったらもっと書
か
けた」と思
おも
いましたか。
ァ．はい　／　ィ．いいえ
　※４－①アと答
こた
えた人のみお答
こた
えください。それは何
なん
ですか？以
い
下
か
から選
えら
んでください。
　　ａ．おもしろいものが書ける
　　ｂ．想
そう
像
ぞう
力
りょく
（imagination）豊
ゆた
かな（fertile）ものが書ける
　　ｃ．比
ひ
喩
ゆ
（simile）の表
ひょう
現
げん
（expression）が書ける
　　ｄ．細
こま
かい（detailed）表現が書ける
　　ｅ．その他
た
（ ）
５．今
こん
回
かい
のような絵を見
み
て作
さく
文
ぶん
をする活
かつ
動
どう
（activity）は作文の能
のう
力
りょく
（ability）を上
あ
げる
のに良
よ
いと思
おも
いますか。
　ａ．良
よ
いと思
おも
う　　ｂ．まあまあ良
よ
いと思う　　ｃ．普
ふ
通
つう
　
　ｄ．あまり良
よ
いと思
おも
わない　　ｅ．良
よ
いと思
おも
わない　
　ｆ．その他
た
（ ）
６．今
こん
回
かい
、他
ほか
の人
ひと
が書いた作
さく
文
ぶん
を読
よ
んで何
なに
か発
はっ
見
けん
（discovery）（＝マネしたい、自
じ
分
ぶん
に
は無
な
い　等
など
）がありましたか。
ァ．はい　／　ィ．いいえ
　
　※６－①アと答
こた
えた人のみお答
こた
えください。その理
り
由
ゆう
は何
なん
ですか？以
い
下
か
から選
えら
んでく
ださい。
　　ａ．おもしろい　　ｂ．マネしたい　　ｃ．自
じ
分
ぶん
には書
か
けない
　　ｄ．想
そう
像
ぞう
力
りょく
（imagination）がすごい　 ｅ．よく細
こま
かい（detail）ところまで見ている
　　ｆ．よく全
ぜん
体
たい
（allover）を見ている　
　　ｇ．その他
た
（ ）
７．あなたの日
に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
についてお答えください。
　７－①いつから日本語を勉
べん
強
きょう
していますか。　⇒　20　　　　年　　　月　から
　７－②大学で日本語を専
せん
門
もん
にしていますか。　⇒　ａ．はい　／ｂ．いいえ
　７－③日本の留
りゅう
学
がく
はいつからいつまでですか。
⇒　20　　　　年　　　月から　⇒　20　　　　年　　　月まで
アンケートのご協
きょう
力
りょく
ありがとうございました。
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（資料９－３）日本の大学での日本人学生への実施アンケート
絵（写真）を見て作文を書くことのアンケート
 学籍番号（　　　　　　　）　　氏名　（　　　　　　　　　）
１．小学校や中学校の頃、国語の授業で絵や写真を見て作文することがありましたか。
　　　　　　　　　　ａ．あった　　　　　　　　ｂ．なかった
※２．あったと答えた方に質問します。それは、何年生ごろ、どんな絵を見てですか。
　　（　小／中　）学校（　　　）年生ごろ
　　（ ）の絵（写真）を見て
３．今回の授業で書いた絵を見て書く作文について以下、感想をお答えください。
　３－①．今まで書いた作文に比べてどう感じましたか。
　　ａ．書きやすかった　　　ｂ．少し書きやすかった　　　ｃ．特に変わらない
　　ｄ．少し書きにくかった　ｅ．書きにくかった　
　３－②．それはどうしてですか。
　　（ ）
　３－③．今回の作文で、文章の表現や言葉を選んだり、工夫したりしましたか。
　　ａ．そうした　　　　　　ｂ．少しそうした　　　ｃ．いつもと同じだった　
　　ｄ．あまりしなかった　　ｅ．しなかった　　
　　ｆ．その他（ ）
４．今回、作文を書いて、自分が得意だと思う言葉の表現の発見がありましたか。
ァ．はい　／　ィ．いいえ
　※４－①．はいと答えた人のみお答えください。それは何ですか？以下から選んでくだ
さい。
　　ａ．おもしろい表現が書けた　　ｂ．想像力豊かな表現が書けた
　　ｃ．細かい表現が書けた　　　　ｄ．比喩の表現が書けた
　　ｅ．その他（ ）
５．今回のような絵を見て作文をする活動は作文の能力を上げるのに良いと思いますか。
　ａ．良いと思う　　ｂ．まあまあ良いと思う　　ｃ．普通　　ｄ．あまり良いと思わない
　ｅ．良いと思わない　ｆ．その他（ ）
６．国語科で絵（写真）を見て作文する活動は良いと思いますか。
　ａ．良い　　ｂ．どちらかといえば良い　　ｃ．どちらかといえば悪い　　ｄ．悪い
その理由（ ）
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